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９月 １２日（金） 面接指導（外部講師・看護）
１３日（土） ベネッセ・駿台共通テスト模試
１６日（火） 生徒会選挙立候補者一覧掲示
１８日（木） キャンパスカウンセリング
１９日（金） 生徒会選挙リハーサル
２２日（月） 生徒会立会演説会・投票（７限）
２５日（木） キャンパスカウンセリング
２７日（土） 英検（１次）
２８日（日） 全商情報処理検定
２９日（月） 生徒会認証式（７限）
３０日（火） 体育大会準備（午後）

１０月 １日（水） 創立記念日・体育大会予行
２日（木） 体育大会
３日（金） 体育大会予備日
９日（木） 進学者模擬面接

キャンパスカウンセリング
１１日（土） ベネッセ・駿台記述模試
１６日（木） 中間考査【～２２日（水）】
２３日（木） キャンパスカウンセリング
２９日（水） 高校生のためのオペラ鑑賞教室参加

（芸術選択生徒参加）
３０日（木） キャンパスカウンセリング

９月１２日～１０月の行事予定

「人は人によって人となる」

３年３組担任 池田 寛人

ここ数年、日本では人口減少が進み、人手不足と言われることが多いです。そのため、民間

企業は従業員を確保するために、待遇や働き方をより良くしようと動いています。多様性の尊重
が謳われていることも重なり、世の中が以前よりも働く人を大事にするようになっていると言え
るでしょう。そういう点において、52回生のみなさんは良いタイミングで社会に出られる世代な
のかもしれません。
その一方で、世界的に機械化が急速に進み、人と人との直接的な関わりがどんどん薄れていま

す。みなさんが小さい頃にスマホが普及し始めてから十数年経ち、今となっては中国で人型ロ
ボットが販売されているというネット記事を見かけるまでになりました。もっと身近なものでは、
チャットGPTなどAIと対話するチャットサービスが世に広まり、相談事を家族や友人ではなく、
AIに行う人も出てきています。もちろん、これらによって今までにない便利さや経験を得ること
はできるでしょう。けれども、その分血の通った人と直接触れ合う機会は確実に減っている、そ
して今後もますます減っていくと思われます。かく言う池田も、最近ユニクロで買い物をしまし
たが、会計は完全自動レジで行う仕組みになっているのもあり、店員さんと一切関わることなく
店を出ました。コンビニで買い物をする時に、目の前の店員さんと目も合わせることなく支払い
を終え、店を出る。約束をすっぽかして迷惑をかけてしまった友達に、LINEで謝るだけで済ま
せる。今普通にあり得る話です。はたしてこれらは人を大事にする行動でしょうか？
みなさんが香寺高生として生活するのはあと約半年になりました。スマホを介したやりとりは

卒業してからもできます。けれども、卒業してから直接会って何かをすることは、月日が経てば
経つほど難しくなつていきます。かけがえのない友との時間を、大切に過ごしてください。
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巻頭イラスト ３年１組 山口 麗奈

３年３組 木場 伊織
高校生花生けバトルに出場し、

花を通して仲間と協力する喜び
や表現する楽しさを知りました。
限られた時間の中で想像力を発
揮し挑戦することで自信が付き、
人とのつながりの大切さも実感
しました。花が持つ力と、自分
の成長が感じられる貴重な体験
でした。この経験を通して得た
学びを、今後の生活にも生かし
ていきたいです。

３年５組 牛尾 梨乃 第４９回全国高等学校総合文化祭香川大会美術工芸部門

全国高等学校総合文化祭の美術・工芸部門に出品できたことは、
大きな自信となりました。全国から集まった多くの作品に触れ、
それぞれの発想や技術の高さに圧倒されると同時に、自分の表現
の可能性も広がったと感じました。また、他の参加者と交流する
中で、多様な視点や制作へのこだわりを知ることができ、創作へ
のモチベーションがさらに高まりました。今後も学んだことを活
かし、より深みのある作品づくりに挑戦していきたいです。

３年４組 宇奈手 優月
令和７年度第４回全国高等学校女子ウエイトリフティング競技会金沢大会
令和６年度第４０回全国高等学校ウエイトリフティング競技選抜大会

私は全国選抜大会に出場したことで、出場するまでにあった色々な
ことを思い出しました。大会の帰りに顧問の大橋先生に全国に挑戦し
てみないかと言われたこと。多分全国は無理だと思ったこと。なんと
なく練習していましたが、記録が上がるにつれ、全国の舞台に出たい
と思うようになりました。放課後練習だけでなく、朝練習も頑張った
おかげで、最後の最後で自己新記録を出し、全国選抜大会に出場する
ことができました。大橋先生とは抱き合って喜んだことを今でも覚え
ています。今まで頑張ってきてよかったと感じました。

大会に参加して

令和７年度全国高等学校ギタ・ーマンドリン音楽コンクール

第2回高校生花いけバトル姫路大会
グランプリ

３年４組 安達 拓磨

私たち３年次は、１年次の時に全国大会に出場しており、
それが初めての舞台でした。その時から目標は「全国大会出
場」であり、右も左もわからない状態から試行錯誤し、曲と向
かい続けました。そして見事全国大会への切符を勝ち取ること
ができました。それまでの道のりは決して楽なものではなく、
次から次へと壁に阻まれるものでしたが、そのお陰でどんどん
実力が付き、絆も深まっていきました。目標が大きかった分、
大変なことも多かったですが、それも今となっては良い思い出
です。応援してくださった方々、そしてギター・マンドリン部
部員全員に感謝しています。ありがとうございました。

３年１組 鴨崎 享介
先日、アクリエ姫路で行われ

た第二回高校生花生けバトル姫
路大会に参加させていただきま
した。姫路市内の高校生だけで
なく、市外からの高校生の参加
もあり、とても活気にあふれた
大会となっていました。この度
はそんな大会で優勝させていた
だきました。今までにもなく、
これからもないような経験がで
きました。


